
明
治
政
府
の

蚕

糸

規
制

政

策

維
新
後
、

新
政
府
は
、

主
と
し
て

財
政
収
入
を
得
る
目
的
で
、

生
糸
と
蚕
種
の

輸
出
規
制
を
お
こ

な
っ

た
。

明
治
元
年
（
一

八

六
八
）
五

月
か
ら
、

輸
出
向
生
糸
・

蚕
種
は
、

江
戸
の

改
所
の

改
印
を
受
け
な
い

と
、

横
浜
関
門
を
通
れ
な

い

こ

と

と
な
っ

た
（
こ

の

件
は
、

『
横
浜
市
史

』
第
三

巻
上
に

よ
る

）。

改
印
は
、

印
税
徴
収
済
証
明
で

あ
る
と
同
時
に

検
査
済
証
明
で

あ
り
、

改
印
の

実
務
は
、

江
戸
糸

問
屋
が
担
当
し
た
。

十
一

月
か
ら
は
、

生
糸
・

蚕
種
取
引
の

鑑
札
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。

鑑
札
を
得
た
生
産
者
ま
た
は
商
人
が
、

生
糸
・

蚕
種
を
江

戸
（
東
京
）
の

改
所
に
送
り
、

印
税
を
会
計
局
（
東
京
収
税
局
）
に

納
入
し
、

改
印
を
受
け
て
か
ら
横
浜
に
送
る
と
い

う
手
続
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

印
税
は
、

品
質
検
査
の

手
数
料
で

あ
る
限
り
は
問
題
な
い

が
、

財
政
収
入
を
目
的
と
す
る
課
税
で

あ
る
と
す
る
と
、

輸
出
品
に

対
す
る
二

重
課
税

と
な
る
か
ら
、

条
約
違
反
の

疑
い

が
生
じ
る
。

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
九
月
に
、

民
部
省
は
品
質
検
査
体
制
を
強
化
す
る
意
図

か
ら
、

東
京
以
外

に
、

大
阪
と
各
開
港
場
付
近
に
も
改
所
を
設
け
る
旨
を
布
告
し
、

改
印
の

際
の

税
則
も
明
文
化
し
た
。

と
こ

ろ
が
、

こ

れ
に

た
い

し
て
、

外
務
省

が
、

条
約
違
反
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て

強
く
反
対
し
た
の

で
、

民
部
省
は
、

布
告
を
取
り
消
し
た
。

横
浜
な
ど
に

改
所
を
新
設
し
、

荷
主
・

売
込

商
の

負
担
を
軽
く
す
る
案
は
実
現
さ
れ
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

東
京
改
所
の

改
印
が
、

い
つ

ま
で

続
け
ら
れ
た
か
確
認
で

き
な
い

が
、

あ
る
い

は
、

こ

の

こ

ろ
に
、

条
約
と
の

関
係
か
ら
廃
止
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

財
政
収
入
の

観
点
と
は
別
に
、

粗
製
濫
造
を
防
止
す
る
必
要
か
ら
、

明
治
政
府
は
、

蚕
糸
蚕
種
規
制
を
お
こ

な
っ

た
。

明
治
三

年
（
一

八
七
〇
）

の

「
蚕
種
製
造
規
則
」
の

公
布
に
は
じ
ま
る
蚕
種
規
制
と
、

明
治
六
年
（
一

八
七
三

）
の

「
生
糸
製
造
取
締
規
則
」
に

よ
る

生
糸
規
制
が

そ
れ
で

あ

る
（
こ

の

件
、

『
横
浜
市
史
』
第
三

巻
下
、

『
商
工

政
策
史
』
第
五
巻
貿
易（
上
）に
よ
る

）。

「
蚕
種
製
造
規
則
」
は
、

明
治
四
年
、

五

年
、

六
年
、

七
年
と
毎
年
の

よ
う
に

改
訂
さ
れ
、

そ
の

た
び
に

規
制
内
容
が
緩
和
さ
れ
た
が
、

制
度
の

趣
旨
は
、

蚕
種
の

品
質
検
査
と
供
給
量
調
節
に

あ
っ

た
。

蚕
種
紙
の

原
紙
の

供
給
調
節
と
、

種
付
の

終
わ
っ

た
蚕
種
紙
へ

の

検
査
証
印
ま
た
は
免
許
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印
紙
貼
布
と
に
よ
っ

て
、

粗
製
濫
造
を
防
止
し
、

さ
ら
に

国
内
の

蚕
種
需
給
を
バ

ラ
ン

ス

さ
せ
る
と
と
も
に
、

蚕
種
輸
出
量
を
規
制
す
る
こ

と
が
は

か
ら
れ
た
。

こ

の

蚕
種
輸
出
規
制
に

対
す
る
外
国
側
の

反
発
が
、

た
び
重
な
る
規
則
改
訂
を
も
た
ら
し
た
の

で

あ
る
。

「
生
糸
製
造
取
締
規
則
」
は
、

同
時
に
決
定
さ
れ
た
「
生
糸
改
会
社
規
則
」
と
と
も
に
、

次
の

よ
う
な
規
制
体
制
を

定
め
て

い

た
。

（一）
大
蔵
省

が
、

生
糸
に

結
用
す
る
印
紙
を
地
方
官
に
渡
す
、

（
二

）地
方
官
は
、

各
地
に
つ

く
ら
れ
る
生
糸
改
会
社
に

印
紙
を
売
り
渡
す
、

（
三

）生
糸
改
会
社
は
、

印

紙
を
生
糸
製
造
人
に

売
り
渡
す
、

（
四

）製
造
人
は
、

生
糸
等
の

製
品
に

印
紙
を
結
び
つ

け
、

住
所
氏
名
を
明
示
し
て

封
印
す
る
、

印
紙
の

な
い

製
品
の

売
買
は
禁
止
し
、

違
反
者
に
は
科
料
を
課
す
、

（
五

）地
方
の

生
糸
改
会
社
は
、

生
糸
を
検
査
し
て

改
済
の

押
印
を
す
る
、

そ
し
て
、

輸
出
向
生
糸
を
開

港
場
に

設
け
ら
れ
る
生
糸
改
会
社
ま
た
は
、

そ
れ
に

加
入
す
る
売
込
問
屋
に
送
る
、

（
六

）開
港
場
の

生
糸
改
会
社
は
、

輸
出
向
生
糸
を
検
査
し
、

粗
製

濫
造
品
が
あ
れ
ば
、

押
印
し
た
地
方
生
糸
改
会
社
か
ら
罰
金
を
と
る
（
地
方
生
糸
改
会
社
は
、

そ
の

製
造
人
か
ら
罰
金
を
と
る

）、
（
七

）地
方
生
糸
改
会
社
と

開
港
場
生
糸
改
会
社
は
、

た
が
い

に
会
社
加
入
者
以
外
と
は
取
引
を
せ

ず
、

そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に

は
罰
金
を
払
う
。

こ

の

体
制
の

う
ち
で
、

（
四

）ま
で

は
、

政
府
に
よ
る
強
制
的
規
制
で

あ
る
が
、

（
五

）以
下
は
、

生
糸
荷
主
・

生
糸
商
人
ら
同
業
者
仲
間
の

申
合
せ
規
制

と
い

う
か
た
ち
を
と
っ

て
い

る
。

（
五

）以
下
の

規
制
は
、

品
質
検
査
を
目
的
と
し
て
は
い

る
が
、

運
用
い

か
ん
に
よ
っ

て

は
、

流
通
独
占
が
形
成
さ
れ

る
可
能
性
を
含
ん
で

い

た
し
、

そ
の

背
後
で

は
、

政
府
が
、

一

種
の

行
政
指
導
の

か
た
ち
で

介
在
し
て
い

た
の

で

あ
る
か
ら
、

こ

の

新
し
い

生
糸
規

制
は
、

外
国
側
の

強
い

反
発
を
引
き
起
こ

さ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

横
浜
生
糸
改

会

社

一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
五
月
に
、

開
港
場
の

生
糸
改
会
社
と
し
て
、

横
浜
の

生
糸
売
込
商
三
三

名
が
、

横
浜
生

糸
改
会
社
を
設

立
し
た
。

三
越
得
右
衛
門
（
越
後
屋
）、

小
野
善
三

郎
（
井
筒
屋
）、

原
善
三

郎
（
亀
屋
）、

茂
木
惣
兵
衛
（
野
沢
屋
）、

上
原
四

郎
左

衛
門
（
郡
内
屋
）、

金
子
平
兵
衛
（
小
松
屋
）
の

六
人
を
社
長
、

吉
田
幸
兵
衛
（
吉
村
屋
）、

鈴
木
得
兵
衛
（
鈴
木
屋
）、

手
塚
清
五

郎
（
芝
屋
）、

田
中
平

八
（
糸
屋
）
の

四
人
を
副
社
長
と
し
て
、

横
浜
生
糸
改
会
社
は
、

六
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
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業
務
は
、

各
地
の

生
糸
改
会
社
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
生
糸
を
、

〇
・

五

㌫
の

手
数
料
を
と
っ

て

検
査
す
る
こ

と
で

あ
っ

た
が
、

横
浜
売
込
商
全
員

が
加
入
し
て
い

た
か
ら
、

生
糸
改
会
社
の

実
態
は
、

売
込
商
の

同
業
組
合
で
、

改
会
社
手
数
料
〇
・

五

㌫
の

ほ
か
に
、

従
来
の

売
込
商
口

銭
な
ど
一

㌫
を
、

荷
主
か
ら
徴
収
し
た
。

ま
た
、

外
商
へ

の

売
込
み
に

際
し
て
、

売
込
商
の

立
場
を
強
化
す
る
よ
う
な
共
同
行
為
、

た
と
え
ば
、

看
貫
料
の

是

正
な
ど
に

も
着
手
し
た
ら
し
い
。

新
し
い

生
糸
規
制
が
、

取
引
慣
行
の

是
正
に
ま
で

発
展
し
た
の

に

た
い

し
て
、

外
国
側
は
反
発
し
た
。

十
月
の

横
浜
外
国
人
商
業
会
議
所
の

決
議

を
も
と
に
、

十
一

月
に
六
国
公
使
が
外
務
卿
寺
島
宗
則
を
訪
れ
て
、

生
糸
改
会
社
は
貿
易
の

自
由
を
妨
げ
て

お
り
、

条
約
違
反
で

あ
る
と
抗
議
を
申

し
入
れ
た
。

寺
島
外
務
卿
は
、

生
糸
改
会
社
が
、

輸
出
生
糸
取
引
を
独
占
す
る
こ

と
は
な
い

と
回
答
し
、

そ
の

趣
旨
を
明
ら
か
に

す
る
布
告
を
発
す

る
約
束
を
し
た
。

ま
た
神
奈
川
県
当
局
が
、

鉄
道
寮
と
協
議
し
て
、

横
浜
駅
着
の

生
糸
・

蚕
種
等
に
つ

い

て

は
、

生
糸
改
会
社
の

添
翰
を
持
参
し
な

い

荷
受
主
に
は
渡
さ
な
い

と
い

う
手
続
規
定
を
も
う
け
て
い

る
点
を
、

外
国
側
が
指
摘
し
た
の

に
た
い

し
て
、

外
務
卿
は
、

そ
の

手
続
が
誤
っ

て

い

る
こ

と
を
認
め
た
。

新
規
制
制
度
は
、

大
蔵
省
が
中
心
に
立
案
・

実
施
し
た
も
の

で
、

外
務
省
は
そ
れ
に

冷
淡
で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
権
令
大
江
卓
は
「
生
糸
改
会
社

規
則
」
の

策
定
者
で

あ
る
租
税
頭
陸
奥
宗
光
の

腹
心
で

あ
っ

た
か
ら
、

横
浜
生
糸
改
会
社
に
力
を
貸
し
て
、

鉄
道
荷
物
引
渡
し
の

際
に

改
会
社
の

添

え
状
を
必
要
と
す
る
手
続
を
創
設
し
た
の

で
あ
っ

た
。

外
国
側
の

抗
議
を
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
た
外
務
省
と
、

新
制
度
に

固
執
す
る
大
蔵
省
と
の

間

で

折
衝
が
お
こ

な
わ
れ
た
が
、

結
局
、

大
蔵
省
も
国
際
的
圧
力
に

屈
し
て
、

十
二

月
に
生
糸
改
会
社
の

独
占
を
否
定
す
る
布
達
を
府
県
に

発
し
た
。

大
蔵
省
は
、

生
糸
改
会
社
が
強
制
加
入
制
で

は
な
く
、

非
加
入
者
の

輸
出
生
糸
取
扱
い

も
自
由
で

あ
る
旨
を
布
達
し
た
が
、

な
お
、

生
糸
改
会
社

を
通
し
て
の

流
通
規
制
に

は
積
極
的
で

あ
っ

た
。

十
二

月
の

布
達
の

直
後
に
は
、

租
税
権
頭
松
方
正
義
が
、

地
方
長
官
あ
て

に

通
達
を
送
っ

て
、

新

制
度
発
足
以
来
、

生
糸
品
質
が
向
上
し
た
こ

と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

横
浜
生
糸
改
会
社
が
、

看
貫
料
な
ど
悪
習
慣
の

是
正
に
つ

と
め
て

商
権
の
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回
復
も
す
す
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
、

今
後
ま
す
ま
す
生
糸
検
査
に

力
を
入
れ
る
よ
う
、

生
糸
改
会
社
に

諭
達
す
る
よ
う
依
頼
し
て

い

る
。

大

蔵
省

は
、

生
糸
の

粗
製
濫
造
防
止
と
い

う
主
目
標
の

ほ
か
に
、

商
権
回
復
を
も
ね
ら
い

と
し
て
、

新
制
度
の

維
持
を
は
か
っ

た
の

で

あ
る
。

地
方
の

生
糸
改
会
社
で

は
、

大
蔵
省
の

意
向
を
受
け
て
、

入
退
社
の

自
由
を
認
め
る
よ
う
に

規
定
を
改
め
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、

開
港
場
の

外

で
は
、

外
国
人
と
そ
の

使
用
人
に

対
し
て

産
地
直
売
を
し
な
い

こ

と
、

開
港
場
の

外
商
に

直
売
す
る
場
合
に

も
、

看
貫
料
は
支
払
わ
な

い

こ

と

な

ど
、

商
権
回
復
に
つ

な
が
る
会
社
規
定
を
設
け
る
動
き
を
示
し
た
。

一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
四
月
に
は
、

横
浜
生
糸
改
会
社
と
地
方
生

糸
改
会
社

が
協
議
の

う
え
で

「
申
合
規
則
」
を
作
成
し
、

改
手
数
料
を
〇
・

三

㌫
に

減
額
す
る
こ

と
、

開
港
場
外
で

外
国
人
の

使
用
人
と
取
引
し

た

者
か

ら

は
、

取
引
金
額
の

五

㌫
の

科
怠
金
を
取
り
立
て
る
こ

と
、

看
貫
料
は
出
さ
な
い

こ

と
、

看
貫
の

際
の

金
巾
袋
の

目
方
は
実
量
と
す
る
こ

と
、

紙
元
結

は
一

〇
〇
斤
に
つ

い

て
二
・

五

斤
と
す
る
こ

と
な
ど
を
決
め
た
。

看
貫
料
・

金
巾
風
袋
量
・

紙
元
結
量
な
ど
の

項
は
、

外
商
と
の

取
引
慣
習
の

悪
習

是
正
を
目
指
し
た
も
の

で

あ
る
。

横
浜
生
糸
改
会
社
を
頂
点
と
す
る
生
糸
規
制
は
、

制
度
と
し
て
は
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
四
月
の

「
生
糸
製
造
取
締
規
則
」
廃
止
ま
で

続
い

た
。

こ

の

制
度
は
、

生
糸
検
査
の

面
で
は
所
期
の

機
能
を
果
た
し
た
が
、

商
権
回
復
と
い

う
面
で
は
、

ど
れ
ほ
ど
の

役
割
を
果
た
し
た
か
疑
問
で

あ

る
。

「
申
合
規
則
」
で

是
正
が
目
指
さ
れ
た
悪
習
慣
は
、

そ
の

後
も
残
っ

た
か
ら
、

こ

の

点
で

は
、

横
浜
生
糸
改
会
社
は
無
力
で

あ
っ

た
。

た
だ
し
、

外
商
の

産
地
直
買
を
防
ぐ
と
い

う
面
で

は
、

横
浜
売
込
商
と
地
方
荷
主
の

結
び
つ

き
が
、

こ

の

制
度
に
よ
っ

て

強
化
さ
れ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、

効

果
が
あ
っ

た
と
み
て
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。

蚕

種

恐

慌
と

蚕
種
紙
買
入
所

横
浜
生
糸
改
会
社
の

本
来
の

活
動
で
は
な
い

が
、

そ
こ

に

結
集
し
た
横
浜
商
人
の

共
同
行
為
と
し
て

注
目
す
べ

き
も
の

に
、

一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
の

蚕
種
紙
買
入
所
設
置
が
あ
る
（
こ

の

件
は
、

『
横
浜
市
史
』
第
三

巻
上
、

『
商
工

政
策
史
』
第
五
巻
貿
易
（上）
に
よ

る

）。

蚕
種
の

粗
製
濫
造
防
止
策
と
し
て

明
治
三

年
（
一

八
七
〇
）
以
来
続
け
ら

れ
て

き
た
「
蚕
種
製
造
規
則
」
に
よ
る

規
制
は
、

イ
タ
リ
ア

を
は
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じ
め
と
す
る
外
国
側
の

強
い

圧
力
に

よ
っ

て
、

次
第
に

緩
和
さ
れ
、

一

八
七
四
年
六
月
に
は
、

輸
出
規
制
面
で
は
廃
止
さ
れ
た
状
態
に

な
っ

た
。

そ

れ
と
と
も
に
、

そ
れ
ま
で

規
制
さ
れ
て

い

た
国
内
用
蚕
種
の

輸
出
用
へ

の

転
換
が
は
じ
ま
り
、

横
浜
に

は
、

低
品
質
の

も
の

も
含
め
て
、

多
量
の

蚕

種
が
殺
到
し
た
。

一

八
七
四
年
九
月
五
日

か
ら
十
月
五

日
ま
で
の
一

か
月
間
に
、

横
浜
に
は
、

一

五
一

万
枚
の

蚕
種
紙
が
流
入
し
た
が
、

こ

れ
は
、

前
年
一

年
間
の

蚕
種
輸
出
一

四
〇
万
枚
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
供
給
量
で

あ
っ

た
。

こ

の

た
め
、

蚕
種
価
格
は
暴
落
し
、

蚕
種
恐
慌
と
も
い

う
べ

き
状
況
が
発
生
し

た
。政

府
は
、

蚕
種
輸
出
規
制
の

廃
止
に

よ
っ

て
、

こ

の

よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
で

あ
ろ
う
こ

と
を
予
想
し
、

政
府
が
蚕
種
の

買
上
げ
を
お
こ

な
っ

て
、

次
年
の

国
内
用
の

蚕
種
を
確
保
し
、

同
時
に

価
格
暴
落
を
防
止
す
る
案
を
七
四
年
五

月
こ

ろ
か
ら
検
討
し
て

い

た
。

し
か
し
、

政
府
が
直
接
介

入
す
る
こ

と
は
、

対
外
関
係
か
ら
し
て

不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
の

で
、

「
蚕
種
製
造
規
則
」
の

実
施
の

た
め
に

設
け
ら
れ
て
い

た
民
間
の

蚕
種
大

総

代
の

自
主
的
活
動
の

か
た
ち
で
、

次
年
用
蚕
種
の

貯
蓄
、

つ

ま
り
輸
出
数
量
の

制
限
を
お
こ

な
わ
せ
よ
う
と
し
た
。

だ
が
、

民
間
自
主
規
制
に
は
限

界
が
あ
り
、

横
浜
に

蚕
種
は
大
量
に
流
入
し
た
の

で

あ
る
。

懸
念
さ
れ
た
事
態
の

発
生
を
み
て
、

政
府
は
、

前
年
大
蔵
省
を
辞
任
し
て

第
一

国
立
銀
行
の

総
監
役
に

な
っ

て
い

た
渋
沢
栄
一

に

対
策
を

相
談

し
、

渋
沢
の

構
想
に

従
っ

て
、

蚕
種
買
入
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

渋
沢
は
、

渋
沢
喜
作
ら
横
浜
商
人
・

蚕
種
荷
主
ら
と
協
議
し
、

横
浜
商
人
を

中
心
と
す
る
蚕
種
紙
買
入
所
を
設
け
、

政
府
（
内
務
省
勧
業
寮
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
金
を
第
一

国
立
銀
行
が
供
給
す
る
か
た
ち
で

運
用
し

て
、

蚕

種
買
入
を
実
施
す
る
計
画
を
た
て

た
。

そ
し
て
、

十
月
七
日
に
、

原
善
三

郎
・

小
野
善
三

郎
ら
六
名
の

発
起
人
の

名
で

蚕
種
貿
易
挽
回
方
法
が
勧
業

頭
河
瀬
秀
治
に

提
出
さ
れ
、

十
月
八
日

付
で

蚕
種
紙
買
入
所
開
設
が
発
表
さ
れ
、

翌
九
日

か
ら
買
入
れ
が
開
始
さ
れ
た
。

蚕
種
紙
買
入
所
は
、

十
月
九
日

か
ら
十
一

月
二

十
日

ま
で
の

四
二

日

間
で
、

四
四
万
八
四
一

三

枚
の

蚕
種
紙
を
購
入
し
、

そ
の

う
ち
の

最
上
品
五
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二

四
九
枚
を
残
し
て
、

あ
と
は
す
べ

て

公
開
焼
却
し
て

し
ま
っ

た
。

一

八
七
四
年
の

横
浜
入
荷
高
約
一

七
六
万
枚
の

う
ち
四
四
万
枚
以
上
の

蚕
種
を

焼
却
し
た
の

で

あ
る
か
ら
、

需
給
バ

ラ
ン

ス

は
か
な
り
回
復
し
、

買
入
れ
直
前
の

時
期
に

は
一

枚
五

銭
で

も
買
い

手
が
つ

か
な
か
っ

た
蚕
種
紙
が
、

買
入
焼
却
後
は
一

枚
三

〇
銭
か
ら
五

〇
－
六
〇
銭
で

取
引
さ
れ
た
。

蚕
種
紙
買
入
所
は
、

一

枚
平
均
一

八
銭
九
厘
で

買
い

入
れ
た
か
ら
、

必
要
資
金

は
約
八
万
五

〇
〇
〇
円
で

あ
り
、

こ

れ
は
、

勧
業
寮
が
秘
密
裡
に

支
出
し
た
の

で

あ
る
。

焼
却
し
な
か
っ

た
最
上
品
は
、

五

〇
〇
枚
が
試
験
の

た
め

に

外
商
に

売
却
さ
れ
た
ほ
か
は
、

次
年
の

原
蚕
種
と
し
て

保
存
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

政
府
・

渋
沢
・

横
浜
商
人
の

連
繋
プ
レ

イ
に
よ
っ

て
、

一

八
七
四
年
の

蚕
種
恐
慌
は
、

ど
う
に
か
鎮
圧
さ
れ
、

暴
利
を
期
待
し
た
外
商
の

思
惑
は

は
ず
れ
た
。

と
は
い

え
、

蚕
種
輸
出
平
均
価
格
は
、

前
年
価
格
の

約
四
分
の
一

程
度
ま
で

に
し
か
回
復
せ
ず
、

以
後
、

蚕
種
は
横
浜
重
要
輸
出
品
の

座
を
降
り
た
。

蚕
種
紙
買
入
所
の

活
躍
は
、

横
浜
に

お
け
る
蚕
種
輸
出
の

掉
尾
を
飾
る
出
来
事
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

な
お
、

一

八
七
五
（
明
治
八
）
年
二

月
に

は
、

「
蚕
種
製
造
組
合
条
例
」「
蚕
種
製
造
組
合
会
議
局
規
則
」
が
設
け
ら
れ
、

蚕
種
製
造
者
の

自
主

規

制
の

か
た
ち
で
、

蚕
種
生
産
量
の

調
節
、

輸
出
数
量
の

調
整
が
お
こ

な
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ

た
。

し
か
し
、

蚕
種
輸
出
の

退
潮
は
続
き
、

一

八
七
六

年
に
は
、

渋
沢
栄
一

の

構
想
に
よ
る
蚕
種
抵
当
貸
付
所
が
、

蚕
種
価
格
維
持
の

た
め
に
活
躍
し
て
、

か
な
り
の

効
果
を
あ
げ
た
が
、

大
勢
を
変
え
る

こ

と
は
で

き
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。
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第
二

節
　
明
治
初
年
の

内
陸
輸
送

一

　

宿
駅
制
度
の

廃
止
と
各
駅
陸
運
会
社
の

設
立

宿

駅

制

度

の

改

廃

戊
辰
戦
争
を
通
じ
て
、

維
新
政
府
が
幕
府
か
ら
引
き
継
い

だ
輸
送
制
度
は
、

公
用
定
賃
銭
と
宿
・

助
郷
賦
役
を
軸
と
し
た
人
馬
継

立
制
度
で

あ
っ

た
。

い

う
ま
で

も
な
く
こ

の

制
度
は
、

も
と
も
と
江
戸
幕
府
の

軍
事
・

行
政
上
の

必
要
に

も
と
づ

い

て

整
備
さ
れ

た
、

封
建
的
な
輸
送
制
度
で
あ
っ

た
。

江
戸
を
起
点
と
す
る
放
射
線
状
の

五

街
道
と
、

こ

れ
に
連
結
す
る
主
要
街
道
お
よ
び
沿
道
の

宿
駅
は
、

幕
府

お
よ
び
諸
藩
に

よ
っ

て

整
備
・

管
理
さ
れ
、

問
屋
・

年
寄
以
下
の

宿
役
人
に
よ
っ

て

輸
送
業
務
の

運
営
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

諸
道
の

宿
駅
に

は
、

一

定

数
の

常
備
人
馬
（
東
海
道
は
一

〇
〇
人
・

一

〇
〇
匹
、

中
山
道
は
五
〇
人
・

五
〇
匹
な
ど

）
と
付
属
助
郷
が
配
置
さ
れ
、

武
家
の

通
行
に

対
し
て

は

各
級
の

人
馬
遣
高
に
応
じ
て
、

時
価
の

半
額
前
後
の

定
賃
銭
で

輸
送
サ
ー
ビ

ス

が
供
与
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、

こ

れ
ら
の

街
道
や
休
泊
施
設
は
、

武
家
の

通

行
に

支
障
の

な
い

限
り
、

庶
民
や
商
人
に

も
開
放
さ
れ
、

人
馬
・

駕
籠
な
ど
の

輸
送
サ
ー
ビ

ス

も
時
価
で

提
供
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

こ

う
し
た
生
活

道
路
な
い

し
商
業
道
路
的
な
機
能
は
、

二

世
紀
以
上
の

泰
平
に

よ
っ

て

次
第
に

増
強
さ
れ
た
。

し
か
し
、

こ

う
し
た
機
能
は
宿
駅
制
度
に

と
っ

て
、

い

わ
ば
付
随
的
な
も
の

で

あ
り
、

本
来
の

軍
事
・

行
政
施
設
と
し
て
の

性
格
や
機
能
が
、

幕
藩
制
下
に
お
い

て

副
次
的
な
も
の

に
な
る
こ

と
は
な
か

っ

た
の

で

あ
っ

た
。

宿
駅
制
度
が
持
ち
あ
わ
せ
た
こ

の

よ
う
な
軍
事
・

行
政
的
な
機
能
は
、

戊
辰
戦
争
に
よ
っ

て
ク
ロ

ー
ズ
・

ア
ッ

プ
さ
れ
た
。

宿
役
人
に
よ
る
人
馬
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の

割
当
て

と
動
員
は
、

機
動
性
を
必
要
と
す
る
大
量
の

軍
事
輸
送
に
、

き
わ
め
て

適
合
的
で

あ

っ

た
。

事
実
、

新
政
府
は
、

内
戦
の

開
始
と
と
も
に

直
ち
に

街
道
と
宿
駅
の

掌
握
に

着
手
し
、

既
存
の

制
度
を
最
大
限
に

利
用
し
て

軍
事
輸
送
を
進
め
た
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

よ
う
な
宿
駅
制
度
の

利
用
は
、

内
戦
時
に

と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。

集
権
制
形

成
期
に
固
有
な
重
要
産
業
の

専
掌
政
策
が
、

継
立
制
度
と
こ

れ
に

対
す
る
政
府
の

管
掌
を
引
き

続
き
存
続
さ
せ
た
か
ら
で

あ
っ

た
。

事
実
、

政
府
は
す
で

に
勝
利
の

見
通
し
が
明
ら
か
に

な
っ

た
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
六
月
、

旧
来
の

宿
駅
制
度
を

補
強
す
る
た
め
の

大
規
模
な

改
革
に

着
手
し
、

従
来
宿
駅
近
隣
の

村
々

に

課
し
て

き
た
助
郷
賦
役
を
、

国
内
一

円
に

拡
大
し
た
。

も

っ

と
も
、

当
時
の

布
告
は
、

そ
の

理
由
を
負
担
の

公
平
化
に

帰
し

た

が
（
明
治
元
年
三

月
四
日

達
、

同
三

月
二

十
九
日

弁
事
達
、

同
六
月
八
日
駅
逓
司
布
告
）、

引
き
続
き
増
大
し
つ

つ

あ
っ

た
公
用
輸

送
需
要
の

も
と
で
、

そ
れ
が
負
担
の

公
平
な
増
加
に

帰
結
す
る
こ

と
は
疑
う
余
地

が

な

か
っ

た
。

事
実
、

軍
事
・

行
政
上
の

通
行
は
、

北
越
・

東
北
戦
争
や
東
幸
な
ど
に

よ
っ

て
相
変
わ
ら

ず
盛
ん
で

あ
っ

た
し
、

人
馬
遣
高
の

制
限
も
従
来
と
大
差
な
か
っ

た
。

ま
た
、

す
で
に

旧
幕
時

代
に

施
行
さ
れ
た
公
用
定
賃
銭
（
正
徳
元
年
制
定
の

元
賃
銭
の

七
・

五
倍
、

す
な
わ
ち
基
準
賃
銭
人
足

一

人
一

里
に
つ

き
一

五
〇
文
、

馬
は
そ
の
二

倍
）
も
、

向
こ

う
一

年
間
据
置
き
と
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
事
情
は
、

あ
ら
た
に

労
役
を
課
せ
ら
れ
た
村
々

に
、

布
告
に

対
す
る
強
い

抵
抗

小田原の宿（明治4年） 徳川黎明会蔵
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を
呼
び
起
こ

し
た
。

領
主
の

添
書
を
ふ

く
む
各
種
の

嘆
願
や
怠
業
、

「
奸
曲
」
な
ど
の

行
為
が
相
次
ぎ
、

人
馬
の

調
達
は

次
第
に

困
難
に

な
っ

た
。

公
用
定
賃
銭
は
内
戦
時
の

物
価
騰
貴
の

た
め
、

す
で

に

時
価
の

半
額
に
も
及
ぼ
な
か
っ

た
し
、

不
時
の

継
立
賦
役
も
、

日
常
の

農
作
業
に

対
し
て
、

き
わ
め
て

攪
乱
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
か
ら
で

あ
っ

た
。

も
ち
ろ
ん
、

抵
抗
に

直
面
し
た
政
府
は
、

繰
り
返
し
布
告
を
発
し
て

怠
慢
を
叱
責
し
、

あ

る
い

は
宥
和
に
つ

と
め
た
（
明
治
元
年
九
月
十
二

日

駅
逓
司
布
告
、

二

年
四
月
二

十
七
日

民
部
官
布
告
、

三

年
二

月
〔
日
欠

〕
民
部
省
達
な
ど

）。

し

か

し

結

局
、

時
価
の

半
額
以
下
で

大
量
の

輸
送
労
働
を
調
達
す
る
こ

と
は
、

不
可
能
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

三

年
初
頭
に
い

た
っ

て

も
な
お
「
不
勤
之
村
方

不
少
」（
明
治
三

年
二

月
〔
日

欠
〕
民
部
省
達
）
と
い

う
状
態
を
脱
す
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
事
情
は
、

旧
制
度
の

維
持
を
き
わ
め
て
悲
観
的
に

す
る
一

方
、

相
次
ぐ
定
賃
銭
の

値
上
げ
や
宿
駅
助
成
金
の

支
出
、

監
督
官
員
の

派

遣
な
ど
に

よ
っ

て
、

新
政
府
の

管
理
負
担
を
耐
え
が
た
い

も
の

に
し
た
。

そ
し
て
、

新
橋
－
横
浜
間
鉄
道
の

建
設
が
進
む
な
か
で
、

つ

い

に

旧
制
度

の

維
持
を
政
府
に

断
念
さ
せ
、

明
治
五

年
一

月
十
日

に
は
東
海
道
の
、

同
年
八
月
末
に

は
全
国
諸
道
の

伝
馬
所
・

助
郷
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ

た
の

で

あ
る（
明
治
五
年
正
月
十
日

大
蔵
省
達
、

五

年
七
月
二

十
日

太
政
官
布
告
）。

各
駅
陸
運
会

社
の

設

立

し
か
し
、

伝
馬
所
・

助
郷
の

廃
止
は
、

継
立
所
と
継
立
業
務
の

存
廃
を
自
由
に

任
せ
る
も
の

で

は
な
か
っ

た
。

旧
来
の

官
府
的
な

宿
駅
制
度
は
、

も
は
や
政
府
に

と
っ

て

管
理
上
耐
え
が
た
い

も
の

だ
っ

た
と
は
い

え
、

全
国
的
な
継
立
網
の

維
持
は
、

軍
事
・

行

政
上
依
然
と
し
て

欠
く
こ

と
の

で

き
な
い

も
の

で

あ
っ

た
。

鉄
道
は
、

ま
だ
よ
う
や
く
新
橋
－
横
浜
間
で

運
行
し
は
じ
め
た
ば
か
り
で

あ
り
、

内
陸

部
の

輸
送
は
、

一

部
の

河
川
・

湖
沼
を
除
け
ば
、

相
変
わ
ら
ず
諸
道
や
往
還
の

人
馬
継
立
に

依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

し
た
が
っ

て
、

伝

馬
所
・

助
郷
の

廃
止
に
踏
み
切
る
に
つ

い

て

は
、

こ

れ
に

替
わ
る
継
立
組
織
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

陸
運
会

社
と
呼
ば
れ
た
継
立
組
織
が
、

そ
れ
で

あ
っ

た
。

伝
馬
所
廃
止
に

先
立
っ

て

用
意
さ
れ
た
陸
運
会
社
は
、

官
製
の

規
則
に

も
と
づ

い

て

諸
道
の

宿
駅
や
往
還
の

継
場
に

半
強
制
的
に
設
立
さ
れ
た
、
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特
殊
な
継
立
組
織
で

あ
っ

た
。

設
立
に

当
た
っ

て

下
達
さ
れ
た
政
府
の

指
令
（
明
治
四
年
七
月
二

十
七
日

史
官
達
）
に
よ
れ
ば
、

予
定
さ
れ
た
新
し
い

継
立
組
織
は
当
局
に

よ
っ

て

人
馬
請
負
人
と
呼
ば
れ
、

旧
来
の

政
府
専
掌
業
務
の

請
負
人
と
み
な
さ
れ
て

い

た
。

い

い

か
え
れ
ば
、

政
府
は
、

手
製

の

「
陸
運
会
社
規
則
案
」
を
条
件
と
し
て

旧
来
の

専
掌
業
務
を
各
駅
に

請
け
負
わ
せ
、

こ

れ
に

よ
っ

て

管
理
負
担
か
ら
の

解
放
と
、

継
立
網
の

維
持

を
は
か
っ

た
も
の

と
考
え
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

他
方
、

「
陸
運
会
社
規
則
案
」
は
そ
の

代
償
と
し
て
、

宿
駅
と
近
傍
の

輸
送
独
占
を

各
駅

陸
運
会
社
に

付
与
し
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
陸
運
会
社
は
、

宿
駅
制
度
の

廃
止
に

先
立
っ

て

諸
道
各
駅
や
往
還
の

継
場
に

設
立
さ
れ
、

伝
馬
所
・

助
郷
廃
止
と
と
も
に

相
次
い

で

業
務
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、

そ
の

営
業
は
、

一

般
に

き
わ
め
て

不
評
で

あ
っ

た
。

い

う
ま
で

も
な
く
、

地
域
的
な
輸
送
独
占
と
引
換
え
に

従
来
の

助
成
措
置
を
打
ち
切
ら
れ
、

か
つ

半
強
制
的
に
設
立
さ
れ
た
陸
運
会
社
に

と
っ

て
、

存
立
の

道
は
そ
の

輸
送
独
占
を
最
大
限
に

行
使
す
る
よ
り
ほ
か

な
か
っ

た
。

事
実
各
駅
陸
運
会
社
の

営
業
は
、

発
足
以
来
き
わ
め
て

強
権
的
な
色
彩
が
強
く
、

継
通
し
の

妨
害
や
刎
銭
の

強
要
、

社
外
の

人
馬
の

徴

発
な
ど
「
兎
角
伝
馬
所
ノ

旧
弊
ヲ

存
シ

…
…
却
テ
運
搬
自
由
ノ

意
ヲ

妨
」
げ
る

結
果
を
も
た
ら
し
た
（
明
治
六
年
四
月
二

十
四
日

大
蔵
省
伺
、

『
法
規
分

類
大
全
』「
運
輸
門
駅
逓
」
三

七
二
ペ

ー
ジ

）。

も
っ

と
も
、

伝
馬
所
の

旧
慣
に

な
じ
ま
ず
、

継
立
荷
物
に
恵
ま
れ
た
往
還
の

陸
運
会
社
の

な
か

に

は
例

外
も
あ
っ

た
が
、

廃
藩
以
来
公
用
貨
客
の

激
減
し
た
街
道
の

場
合
は
、

こ

の

よ
う
な
傾
向
が
一

般
的
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

う
し
た
陸
運
会
社
の

欠
陥
は
、

も
と
も
と
設
立
の

経
緯
に
照
ら
せ
ば
、

大
部
分
政
府
の

政
策
上
の

欠
陥
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の

で

あ
っ

た
。

事
実
、

所
管
の

大
蔵
省
は
、

明
治
六
年
十
二

月
十
八
日

付
の

太
政
官
へ

の

伺（
前
掲
書
三
七
一

－
三

七
二
ペ

ー
ジ

）の
な
か
で
、

「
抑
此

会
社
ノ

弊
害
タ
ル
、

伝
馬
所
廃
止
ノ

際
官
ヨ

リ
之
ヲ

誘
導
シ
、

或
ハ

強
ヒ

テ
之
レ

ヲ

結
ハ

シ

メ

候
ニ

原
因
致
シ
、

名
ハ

私
会
ト

雖
ト
モ

其
実
官
立
ノ

モ

ノ
ニ

均
シ

キ
ヨ

リ
相
生
候
ニ

付
」
と
政
策
上
の

欠
陥
を
認
め
、

抜
本
的
な
改
革
の

た
め
に

陸
運
会
社
を
解
散
し
、

旧
定
飛
脚
問
屋
に

よ
っ

て

設
立

さ
れ
た
陸
運
元
会
社
に
、

全
国
的
な
継
立
網
の

再
編
を
命
ず
る
よ
う
建
議
し
て
い

る
。

こ

の

建
議
は
ほ
ど
な
く
太
政
官
に
よ
っ

て

裁
可
さ
れ
、

翌
一
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八
七
四
（
明
治
七
）
年
春
、

元
会
社
に

対
し
て

継
立
網
再
編
の

作
業
が
指
示
さ
れ
た
（
前
掲
書
三
六
三

－
三

七
〇
ペ

ー
ジ

）。

そ
し
て
、

そ
の

完
了
を
ま

っ

て
一

八
七
五

年
四
月
に

は
、

五

月
末
限
り
陸
運
会
社
の
一

斉
解
散
を
命
じ
た
、

内
務
省
布
達
甲
第
七
号
（
前
掲
書
三
五

六
ペ

ー
ジ

）
が
発
せ
ら
れ
る

こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

な
お
、

陸
運
元
会
社
は
、

各
駅
陸
運
会
社
の

解
散
に

先
立
っ

て
、

一

八
七
五

年
二

月
、

社
名
を
内
国
通
運
会
社
と
改
称

し
た
（
明
治
九
年
十
二

月
「
改
正
内
国
通
運
会
社
定
款
」）。

陸
運
会
社
の
一

斉
解
散
に
よ
っ

て
、

継
立
業
務
の

許
認
可
権
は
府
県
に
委
譲
さ
れ
、

そ
の

判
断
に

よ
っ

て
、

か
な
り
自
由
な
開
業
が
可
能
に

な
っ

た
（
明
治
八
年
四
月
三

十
日

内
務
省
布
達
甲
第
七
号
）。

し
か
し
、

他
方
で

は
内
国
通
運
会
社
へ

の

特
別
助
成
も
、

継
立
業
と
運
送
請
負
業
の

両
面
に

わ

た
っ

て

続
け
ら
れ
た
。

自
由
化
と
特
別
助
成
と
い

う
こ

の

よ
う
な
二

元
的
な
政
策
は
、

各
駅
陸
運
会
社
の

輸
送
独
占
に

対
す
る
反
省
と
、

全
国
的
な

継
立
網
の

維
持
と
い

う
ふ
た
つ

の

要
因
に
も
と
づ

く
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

こ

の

よ
う
な
政
策
は
、

継
立
業
の

免
許
を
め
ぐ
っ

て

し
ば
し
ば
現

地
の

府
県
で
、

通
運
会
社
と
系
統
外
の

免
許
申
請
者
と
の

間
に
紛
議
を
呼
び
起
こ

し
た
。

し
か
し
、

府
県
の

判
断
で

認
可
さ
れ
る
継
立
業
者
は
年
と

共
に
増
加
し
、

一

般
免
許
制
へ

の

移
行
が
な
し
く
ず
し
的
に
進
ん
だ
。

ま
た
、

明
治
六
年
六
月
の

布
告
第
二

三

〇
号（
前
掲
書
三

四
九
ペ

ー
ジ

）に
も
と

づ

く
運
送
請
負
業
者
の

制
限
と
陸
運
元
会
社
（
内
国
通
運
会
社
）
の

特
別
助
成
も
、

鉄
道
線
路
の

延
長
や
輸
送
需
要
の

増
大
に

そ
ぐ
わ
な

い

も
の

と

な
り
、

明
治
十
二

年
五
月
布
告
第
一

六
号（
前
掲
書
三
七
三
ペ

ー
ジ

）に
よ
っ

て

撤
廃
さ
れ
た
。

も
っ

と
も
、

内
国
通
運
会
社
に

対
す
る
事
実
上
の

助
成

は
、

官
営
郵
便
関
連
業
務
の

委
託
な
ど
を
通
じ
て
一

八
九
〇
年
こ

ろ
ま
で

続
い

た
。

し
か
し
、

法
制
上
の

助
成
策
は
、

各
駅
陸
運
会
社
の

解
散
か
ら

一

八
八
〇
年
こ

ろ
に

か
け
て
、

相
次
い

で

撤
廃
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

注（1）
　
東
海
道
駿
府
以
東
の

「
宿
駅
警
備
・

兵
食
取
計
・

人
馬
継
立
」
は
、

明
治
元
年
（
慶
応
四
年
）
二

月
十
八
日
、

左
記
の

代
官
・

旗
本
・

大
名
に

命

じ

ら
れ

た
。
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府
中
ヨ

リ
蒲
原
迄

　
駿
府
中
代
官

　
田

上

寛

蔵

久
能
交
代
旗
本

　

榊

原

越

中

守

蒲
原
ヨ

リ
三

島
迄

　
駿
　
沼
津

　
水

野

出

羽

守

三

島
ヨ

リ
藤
沢
迄
　

相
小
田
原

　
大
久
保
加
賀
守

同

山
中

　
大
久
保
長

門
守

藤
沢
ヨ

リ
神
奈
川
迄
　
武
　
金
沢

　
米

倉

丹

後

守

神
奈
川
ヨ

リ
品
川
迄
　
豆
　
韮
山

　
江
川
太
郎
左
衛
門

（『
復
古
記
』
第
九
冊
二
一

六
ペ

ー
ジ

）

（2）
　
「
陸
運
会
社
規
則
案
」
は
明
治
四
年
五
月
、

所
管
の

民
部
省
駅
逓
司
に
よ
っ

て

作
製
さ
れ
、

「
社
中
申
合
」
「
沿
道
駅
々

申
合
」
「
旅
人
心
得
書
」
か
ら
成

っ

て
い

た
が
、

こ

の

う
ち
「
旅
人
心
得
書
」
は
同
年
十
月
駅
逓
寮
に
よ
っ

て

改
正
さ
れ
、

「
旅
人
エ

為
案
内
会
社
エ

張
出
シ

候
規
則
書
」
と
し
て
一

般
に

公

示

さ
れ
た
。

な
お
駅
逓
司
は
明
治
四
年
七
月
二

十
七
日
、

民
部
省
廃
止
に

よ
っ

て

大
蔵
省
に

移
管
さ
れ
、

同
年
八
月
十
日
駅
逓
寮
に

昇
格
し
た
。

（3）
　
「
陸
運
会
社
規
則
案
」
の

「
沿
道
駅
々

申
合
」
に
は
、

「
会
社
之
法
則
整
粛
セ

ハ

、

社
外
ノ

人
馬
相
対
稼
ヲ

禁
止
ス

ヘ

シ

」
と
明
記
さ
れ
て
い

た
（『
駅
逓
明

鑑
』
第
六
巻
十
篇
六
八
ペ

ー
ジ

）。

（

4

）
　
陸
運
元
会
社
（
一

八
七
五
年
二

月
、

内
国
通
運
会
社
と
改
称
）
は
、

一

八
七
三

（
明
治
六
）
年
六
月
の

布
告
第
二

三

〇
号
に
よ
っ

て
、

河
川
・

湖
沼
を
ふ
く

む
内
陸
運
送
請
負
業
の

事
実
上
の

独
占
権
を
付
与
さ
れ
た
ほ
か
、

一

八
七
四
年
五
月
の

太
政
官
の

認
可
に

よ
っ

て
、

継
立
業
（
運
送
請
負
業
者
や
旅
客
に

対
す

る
人
馬
斡
旋
業
）
の

営
業
権
も
付
与
さ
れ
た
。

し
か
し
、

こ

れ
に
と
も
な
っ

て
、

全
国
的
な
継
立
網
の

整
備
と
保
全
の

義
務
も
負
わ
さ
れ
た
。

こ

の

義
務
は
、

一

八
七
九
年
五
月
の

布
告
第
一

六
号
に
よ
っ

て
、

運
送
請
負
業
の

特
権
と
と
も
に

廃
止
さ
れ
た
。
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二

　
神
奈
川
・

足
柄
県
下
の

陸
運
会
社

宿
駅
制
廃
止

時
の

県

域

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
七
月
の

廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
、

現
県
域
内
の

藩
領
は
小
田
原
県
・

荻
野
山
中
県
お
よ

び

六

浦
県
と

な

り
、

明
治
元
年
以
来
の

神
奈
川
県
（
横
浜
を
中
心
と
し
た
ほ
ぼ
方
一

〇
里
の

区
域
）、

韮
山
県
（
津
久
井
地
方
を
中
心
と
し
た
旧
韮
山
代
官

所
支
配
地
）
と
あ
わ
せ
て
、

ほ
ぼ
五
つ

の

県
域
に
分
か
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

し
か
し
、

ほ
ど
な
く
同
年
十
一

月
の

府
県
統
廃
合
に

よ
っ

て

小
田
原

県
荻
野
山
中
県
・

韮
山
県
は
、

伊
豆
国
を
ふ

く
め
て

足
柄
県
に
統
合
さ
れ
、

ま
た
神
奈
川
県
に

は
六
浦
県
管
下
の

武
蔵
国
久
良
岐
郡
の

ほ
か
、

多
摩

郡
・

都
筑
郡
・

橘
樹
郡
お
よ
び
相
模
国
三

浦
郡
・

鎌
倉
郡
・

高
座
郡
が
編
入
さ
れ
た
。

そ
の

結
果
、

現
県
域
内
の

各
地
域
は
、

一

八
七
六
年
四
月
の

府
県
大
廃
合
ま
で
、

ほ
ぼ
相
模
川
を
は
さ
ん
で
、

神
奈
川
・

足
柄
両
県
に

分
属
す
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

一

八
七
六
年
四
月
十
八
日
の

府
県
大
廃
合
に
よ
っ

て
、

足
柄
県
は
管
下
の

伊
豆
国
を
静
岡
県
に
、

残
り
を
神
奈
川
県
に

移
管
し
て

消
滅
し
た
。

そ

の

結
果
、

後
者
の

県
域
は
、

現
在
の

県
域
に
多
摩
郡
を
加
え
た
も
の

と
な
り
、

一

八
九
三

年
四
月
一

日

に

多
摩
郡
を
東
京
府
に
移
管
す
る
ま
で
、

こ

の

県
域
を
維
持
す
る
こ

と
に
な
っ

た
の

で

あ
る
。

宿
駅
制
度
の

廃
止
と
各
駅
陸
運
会
社
の

設
立
が

進
ん
だ
明
治
五

年
（
一

八
七
二

）
は
、

現
県
域
が
神
奈
川
・

足
柄
両
県
に

分
属
し
た
時
期
で

あ
っ

た
。

そ
の

た
め
、

各
種
の

布
達
や
願
書
は
、

い

ず
れ
も
両
県
を
経
て

送
達
さ
れ
た
。

維
新
期
の

駅
逓
資
料
を
集
め
た
『
駅
逓
明
鑑
』
に

は
、

当
時
現
県
域
内
に

設
立
さ
れ
た
陸
運
会
社
の

関
係
資
料
が
一

部
収
録
さ

れ

て

い

る
。

ま

た
、

沿
道
の

旧
関
係
者
の

手
も
と
に

も
、

同
様
の

資
料
が
残
さ
れ
て

い

る
。

そ
の

お

も
な
も
の

は
、

さ
き
に
刊
行
さ
れ
た
『
資
料
編
』18

近
代
・

現

代
（

8

）
に

収
録
さ
れ
て
い

る
が
、

い

ま
こ

れ
を
列
記
す
れ
ば
左
の

と
お
り
で

あ
る
。

©神奈川県立公文書館



明
治
五
年
四
月
　
神
奈
川
県
よ
り
横
浜
陸
運
会
社
之
儀
に

付
伺

明
治
五
年
四
月
　
与
瀬
駅
陸
運
会
社
関
係
資
料

明
治
五

年
四
月
　
吉
野
駅
人
馬
賃
銭
御
請
負
書

明
治
五
年
四
月
　
関
野
宿
人
馬
賃
銭
御
請
負
書

明
治
五
年
五
月
　
小
原
駅
陸
運
会
社
人
馬
賃
銭
請
負
願

明
治
五
年
五

月
　
足
柄
県
よ
り
陸
運
会
社
開
業
之
儀
に

付
伺

明
治
五
年
六
月
　
足
柄
上
郡
関
本
村
陸
運
会
社
関
係
資
料

明
治
五
年
八
月
　
足
柄
県
よ
り
脇
往
還
陸
運
会
社
之
儀
に

付
伺

明
治
五

年
九
月
　
足
柄
上
郡
神
山
村
陸
運
会
社
議
定
書

明
治
五
年
九
月
　
愛
甲
郡
三

田
村
陸
運
会
社
の

儀
に

付
伺

明
治
五

年
十
月
　
津
久
井
郡
荒
川
駅
陸
運
会
社
関
係
資
料

明
治
五
年
十
月
　
足
柄
県
よ
り
陸
運
会
社
開
業
届
出

明
治
六
年
一

月
　
箱
根
駅
陸
運
会
社
関
係
資
料

以
上
の

残
存
資
料
の

な
か
に
は
、

一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
一

月
の

箱
根
駅
陸
運
会
社
の

ほ
か
、

東
海
道
各
駅
の

関
係
資
料
が
ふ

く
ま
れ
て

い

な

い
。

そ
れ
ら
が
『
駅
逓
明
鑑
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
は
、

つ

ま
び
ら
か
で

な
い

が
、

こ

れ
ま
で
の

現
地
調
査
に

お
い

て

も
、

残
念
な
が
ら
ほ

と
ん
ど
発
見
す
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
。

よ
っ

て
、

こ

こ

で

は
上
記
の

資
料
に
よ
っ

て
、

甲
州
街
道
と
脇
往
還
お
よ
び
横
浜
の

模
様
を
概
観
し
て

み
た
い

と
お
も
う
。
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甲
州
街
道
の

陸
運

会

社

宿
駅
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ

ろ
、

足
柄
県
管
内
に

は
関
野
・

吉
野
・

与
瀬
・

小
原
の

甲
州
街
道
四
宿
駅
が
、

ま
た
神
奈
川
県
管
内

に

は
同
じ
く
小
仏
・

駒
木
野
・

八
王
子
・

日

野
・

府
中
・

布
田
・

高
井
戸
の

各
宿
駅
が
存
在
し
た
。

と
こ

ろ
で

政
府
は
、

さ
き
に

ふ
れ
た
よ
う
に
、

東
海
道
各
駅
伝
馬
所
・

助
郷
廃
止
（
明
治
五
年
一

月
十
日

）
に
続
い

て
、

諸
道
各
駅
伝
馬
所
・

助
郷
廃
止
の

方
針
を
固
め
、

そ
の

前

提
と
な
る
各
駅
陸
運
会
社
の

設
立
を
強
く
推
進
し
た
。

そ
の

結
果
、

同
年
四
－
五

月
に
は
前
記
両
県
管
下
の

甲
州
街
道
各
駅
か
ら
も
、

相
次
い

で

設

立
願
書
が
提
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

れ
ら
の

願
書
は
い

ず
れ
も
、

所
管
の

県
庁
を
経
て

大
蔵
省
駅
逓
寮
へ

進
達
さ
れ
た
。

前
記
『
駅
逓
明
鑑
』
に
よ
れ
ば
、

こ

の

う
ち
足
柄
県
関
係

の

願
書
は
五
月
十
七
日
付
、

神
奈
川
県
関
係
の

そ
れ
は
七
月
十
三
日
付
で

大
蔵
省
へ

進
達
さ
れ
て

い

る
。

願
書
は
す
べ

て
、

駅
逓
寮
か
ら
示
さ
れ
た

雛
型
に
も
と
づ

い

て
、

同
一

形
式
（
隣
駅
ま
で
の

里
程
と
賃
銭
・

営
業
規
則
・

出
願
人
氏
名
）
を
と
っ

て
い

た
。

い

ま
『
駅
逓
明
鑑
』
所
収
資
料
に
よ
っ

て
、

関
野
宿
の

例
を
紹
介
す
れ
ば
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

陸
運
会
社
人
馬
賃
銭
御
請
負
書

足
柄
県
管
轄
甲
州
道
中
関
野
宿

東
之
方
吉
野
駅
ヘ

里
程
二

十
六
丁
　
但
御
定
元
賃
銭
人
足
壱
人
ニ

付
拾
九
文

一

、

人
足
壱
人
賃
銭
弐
百
四
拾
八
文

一

、

宿
駕
籠
壱
挺
同
六
百
弐
拾
文

一

、

垂
駕
籠
壱
挺
同
八
百
六
拾
八
文

一

、

引
戸
駕
籠
壱
挺
同
九
百
九
拾
弐
文

一

、

長
棒
駕
籠
壱
挺
同
壱
貫
弐
百
四
拾
文

一

、

馬
壱
匹
同
六
百
文

西
之
方
上
野
原
駅
エ

里
程
三

十
四
丁
　
但
御
定
元
賃
銭
人
足
壱
人
ニ

付
廿
五

文

一

、

人
足
壱
人
賃
銭
三

百
三

拾
七
文

一

、

宿
駕
籠
壱
挺
同
八
百
四
拾
弐
文

一

、

垂
駕
籠
壱
挺
同
壱
貫
百
七
拾
九
文

一

、

引
戸
駕
籠
壱
挺
同
壱
貫
三
百
四
拾
八
文

一

、

長
棒
駕
籠
壱
挺
同
壱
貫
六
百
八
拾
五

文

一

、

馬
壱
匹
同
八
百
四
拾
弐
文

右
者
今
般
陸
運
会
社
取
建
、

公
私
之
荷
物
共
、

都
而
公
平
至
当
之
相
対
賃
銭
ヲ

以
、

継
立
方
被
仰
出
、

右
御
取
調
ト
シ

テ
御
順
駅
ニ

付
、

私
共
儀
書
面
之
賃
銭
表
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ヲ

以
、

御
請
負
仕
、

聊
無
遅
滞
継
立
候
様
可
仕
、

尤
会
社
申
合
書
并
規
則
書
左
之
通
。

旅
人
エ

為
案
内
会
社
エ

張
出
候
規
則
書

陸
運
会
社
之
儀
者
、

一

切
之
御
旅
行
便
宜
相
成
候
儀
ヲ

旨
ト
致
シ

取
結
候
モ

ノ
ニ

付
、

何
レ

之
方
何
レ

之
御
身
分
ヲ

論
セ

ス

当
会
社
ニ

御
申
入
被
成
候
ハ

ハ

、

何
時

ニ

限
ラ
ス

総
而
定
式
賃
銭
ニ

テ
人
馬
之
継
立
御
世
話
可
申
事
。

一

、

継
立
之
儀
者
総
テ
御
申
入
並
御
着
順
ニ

随
ヒ
、

早
追
之
外
、

何
様
高
貴
之
御
方
様
ニ

テ
モ
、

格
別
ノ

継
立
ハ

堅
ク
御
断
申
候
事
。

一

、

早
追
或
ハ

昼
夜
兼
行
之
御
急
、

其
他
多
分
之
継
立
御
申
入
被
成
候
御
方
ハ

、

前
以
案
内
状
御
差
出
シ

可
被
成
事
。

但
右
案
内
状
継
送
賃
銭
、

本
道
之
分
不
申
受
候
得
共
、

三

府
内
エ

持
込
、

或
ハ

脇
道
之
分
ハ

、

相
当
之
賃
銭
御
払
可
被
成
事
。

一

、

諸
荷
物
共
目
方
七
貫
目
迄
ヲ

人
足
壱
人
、

四
拾
貫
目
迄
ヲ

馬
壱
匹
之
度
ト

定
メ
、

是
ヨ

リ
相
増
候
分
ハ

、

左
ノ

割
合
ヲ

以
テ
分
増
賃
銭
請
取
可
申
事
。

人
足
　
七
百
目
迄
ヲ

壱
分
、

七
百
目
以
上
壱
貫
四
百
目
迄
ヲ

弐
分
、

其
他
是
ニ

準
ス
。

馬

　
四
貫
目
迄
ヲ

壱
分
、

四
貫
目
以
上
八
貫
目
迄
ヲ

弐
分
、

其
他
是
ニ

準
ス
。

一

、

早
追
ハ

定
賃
銭
之
七
割
五
分
、

但
酉
ノ

上
刻
ヨ

リ
丑
ノ

下
刻
迄
五
時
之
間
ハ

、

壱
倍
五
割
之
賃
銭
御
払
可
被
成
事
。

一

、

通
常
人
馬
夜
継
之
分
、

酉
ノ

上
刻
ヨ

リ
丑
ノ

下
刻
迄
ハ

、

五
割
増
之
賃
銭
御
払
ヒ

之
事
。

一

、

御
旅
行
之
御
都
合
ニ

寄
、

前
後
二

三

駅
宛
継
越
可
申
、

尤
賃
銭
ハ

表
面
之
割
合
ニ

テ
可
申
請
候
事
。

一

、

人
足
之
強
壮
ニ

寄
、

弐
人
或
ハ

三

人
払
ヒ

之
荷
物
ヲ

モ

壱
人
ニ

テ
運
送
可
致
事
。

一

、

会
社
之
都
合
其
時
之
模
様
ニ

随
ヒ
、

駄
荷
ヲ

車
力
ニ

テ
継
立
候
儀
モ

可
有
之
、

尤
賃
銭
ハ

駄
荷
之
定
ヲ

以
請
取
可
申
事
。

但
山
川
嶮
路
、

車
力
難
相
用
場
所
ニ

而
、

馬
遣
払
候
節
者
、

相
当
之
人
足
賃
銭
御
払
可
被
下
候
事
。

一

、

会
社
之
人
馬
者
、

総
而
左
之
雛
形
之
通
鑑
札
相
渡
置
候
間
、

万
一

不
礼
不
法
之
所
行
有
之
候
節
者
、

其
者
所
持
之
鑑
札
番
付
御
見
留
置
、

前
宿
会
社
ヘ

御
申
聞

可
被
下
、

会
社
之
法
ヲ

以
屹
度
糺
明
致
シ
、

御
迷
惑
不
相
成
様
精
々

取
扱
可
申
事
。
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一

、

途
中
ニ

而
替
荷
之
儀
申
出
候
ハ

ハ

、

会
社
鑑
札
之
有
無
御
取
糺
シ
、

無
鑑
札
之
者
ヨ

リ
何
様
之
儀
出
来
候
ト
モ
、

一

切
会
社
ニ

テ
御
構
ヒ

不
申
候
事
。

一

、

宿
駕
籠
御
借
入
之
方
者
、

壱
挺
ニ

付
壱
里
迄
ハ

銭
百
文
、

壱
里
以
上
ハ

壱
里
三

拾
弐
文
宛
之
割
合
ヲ

以
、

損
料
御
払
可
被
成
事
。

右
之
通
会
社
一

同
、

申
合
規
則
相
定
申
度
奉
存
候
間
、

何
卒
御
免
許
被
成
下
置
候
様
、

奉
願
上
候
。

以
上
。

明
治
五
壬
申
年
四
月

甲
州
道
中
関
野
宿
陸
運
会
社
総
代

中

村

万
五
郎

中

村

雄
三

郎

秦

杢
左
衛
門

中

村

又
右
衛
門

諸

角

源
五
兵
衛

前
書
取
調
候
処
、

不
都
合
之
儀
モ

無
之
候
間
、

御
允
許
相
成
候
様
、

奥
書
ヲ

以
、

申
上
候
。

以
上
。

足
柄
県
駅
逓
掛
　
大
久
保
忠
重

右
の

文
書
は
、

「
人
馬
賃
銭
御
請
負
書
」
と
い

う
表
題
や
、

「
私
共
儀
書
面
之
賃
銭
表
ヲ

以
御
請
負
仕
」
と
い

う
表
現
に

よ
っ

て

明
ら

か

な

よ

う

に
、

一

定
の

賃
銭
お
よ
び
営
業
規
則
に

も
と
づ

い
て
、

人
馬
継
立
業
務
を
政
府
か
ら
請
け
負
う
、

一

種
の

誓
約
書
の

か
た
ち
を
と
っ

て

い

る
。

と

竪
二

寸
八
分

横二寸

©神奈川県立公文書館



ろ
で
、

こ

の

「
書
面
之
賃
銭
表
」
は
、

駅
逓
寮
官
員
の

調
査
・

巡
駅
の

結
果
認
可
さ
れ
た
公
定
賃
銭
で
、

賃
率
は
元
賃
銭
（
正
徳
元
年
の

公
用
賃
銭

）

の

約
一

三

倍
に

相
当
し
た
。

し
か
し
『
法
規
分
類
大
全
』「
運
輸
門
駅
逓

」
一

七
六
ペ

ー
ジ

以
下
に
よ
れ
ば
、

明
治
元
年
（
一

八
六
八

）
五

月
、

人
馬

定
賃
銭
が
元
賃
銭
の

七
・

五
倍
に

改
訂
さ
れ
た
際
、

主
管
者
の

内
国
事
務
局
督
徳
大
寺
実
則
自
身
、

こ

の

賃
率
を
「
其
実
尚
雇
賃
銭
之
半
ニ

不
過

」

と
述
べ
、

相
対
雇
賃
銭
が
当
時
す
で

に
、

元
賃
銭
の
一

五

倍
程
度
の

水
準
に
あ
っ

た
こ

と
を
暗
に
認
め
て

い

る
。

ま
た
、

翌
二

年
二

月
、

三

都
定
飛

脚
問
屋
か
ら
駅
逓
司
に

提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
に
よ
れ
ば
、

当
時
本
馬
一

匹
一

里
の

相
対
雇
賃
銭
は
、

元
賃
銭
の
二

五

倍
に

相
当
し
た
。

そ
し
て

明
治

三

年
四
月
に
は
、

公
用
定
賃
銭
も
元
賃
銭
の
一

二

倍
に

改
訂
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

前
記
の

陸
運
会
社
賃
銭
表
は
、

こ

の

公
用
定
賃
銭
を
わ
ず
か
に

上
回
る
程
度
の

も
の

で

あ
り
、

一

般
貨
客
に
適
用
さ
れ
る
相
対
雇
賃
銭
と
し
て

は
、

か
な
り
の

低
賃
銭
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
思
わ
れ

る
。

な
お
、

小
仏
峠
越
え
を
含
む
小
原
－
小
仏
駅
間
に
つ

い

て

は
、

元
賃
銭
の
一

七
倍
の

新
賃
率
が
認
め
ら
れ
た
が
、

小
原
駅
の

願
書
に

よ
れ
ば
、

こ

れ
も
二

〇
倍
の

要
求
を
削
減
さ
れ
、

「
無
拠
宿
役
ト
相
心
得
、

御
請
負
仕
」
っ

た
賃
銭
表
で

あ
っ

た
。

い

ず
れ
に
し
て

も
、

請
負
の

条
件
と
な
っ

た
こ

う
し
た
き
び
し
い

賃
銭
査
定
や
宿
駅
助
成
金
の

廃
止
は
、

公
用
貨
客
の

激
減
し
た
各
駅
（
陸
運
会
社
）
を
圧
迫
し
、

継
通
し
の

妨
害
や

刎
銭
の

強
要
な
ど
を
引
き
起
こ

す
、

ひ

と
つ

の

有
力
な
動
機
に
な
っ

た
も
の

と
考
え
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

他
方
、

「
営
業
規
則
」（「
旅
人
エ

為
案
内
会
社
エ

張
出
候
規
則
書
」）
の

方
も
、

前
年
秋
大
蔵
省
駅
逓
寮
に
お
い

て

起
草
さ
れ
、

同
年
十
月
十
四
日
の

省

議
で

決
定
さ
れ
た
官
製
の

規
則
で

あ
っ

た
。

し
た
が
っ

て
、

「
右
之
通
会
社
一

同
、

申
合
規
則
相
定
申
度
」
と
い

う

自
発
的
な
表
現
は
、

単
な
る
建

前
に
過
ぎ
ず
、

実
際
は
あ
ら
か
じ
め
官
か
ら
示
さ
れ
た
設
立
認
可
の

要
件
で

あ
っ

た
。

事
実
、

こ

の

「
営
業
規
則
」
は
、

沿
道
各
駅
か
ら
提
出
さ
れ

た
設
立
願
書
に
例
外
な
く
添
付
さ
れ
、

隣
駅
ま
で
の

里
程
・

賃
銭
表
と
と
も
に
、

願
書
の

主
要
内
容
を
な
し
て
い

た
。

ま
た
、

出
願
も
明
治
五
年
四

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
一

斉
に
お
こ

な
わ
れ
た
。

こ

う
し
た
点
か
ら
い
っ

て
、

各
駅
陸
運
会
社
の

設
立
は
、

政
府
の

強
い

指
導
に
よ
っ

て
、

半
強
制

的
に
進
め
ら
れ
た
も
の

と
み
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

い

ま
『
駅
逓
明
鑑
』
に
よ
っ

て
、

各
駅
出
願
人
の

氏
名
を
列
記
す
れ
ば
次
の

と
お
り
で
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あ
る
。

な
お
、

同
資
料
に

は
ま
ま
誤
植
が
認
め
ら
れ
る
の

で
、

現
地
資
料
が
残
存
す
る
場
合
は
、

こ

れ
に
よ
っ

て

訂
正
し
た
。

吉

野
　
船
橋
七
左
衛
門
・

大
房
仁
左
衛
門
・

大
房
与
兵
衛
・

船
橋
八
左
衛
門
・

船
橋
太
郎
兵
衛
・

守
屋
歌
之
助
・

渡
辺
杢
右
衛
門
・

吉
野
彦
次
郎
・

岩
崎
多
三

郎

船
橋
甚
五
左
衛
門
・

大
房
清
十
郎
・

佐
々

木
吉
兵
衛
・

吉
野
十
郎

与

瀬
　
清
水
四
郎
兵
衛
・

福
島
六
郎
左
衛
門
・

坂
本
瀬
兵
衛
・

朝
比
奈
六
兵
衛
・

坂
本
平
右
衛
門
・

荒
井
太
平
・

橋
本
金
兵
衛
・

森
久
保
喜
右
衛
門
・

石
井
七
十

郎
・

石
井
市
郎
右
衛
門
・

清
水
佐
五

左
衛
門
・

馬
場
三

郎
左
衛
門
・

坂
本
内
蔵
助

小

原
　
清
水
一

郎
・

尾
形
橘
郎

小

仏
　
峯
尾
喜
兵
衛
・

鈴
木
藤
右
衛
門
・

峯
尾
助
左
衛
門

駒
木
野
　
川
村
新
六
郎
・

川
村
久
太
郎
・

井
出
新
左
衛
門

八
王
子
　
川
口

寛
一

郎
・

川
口

与
三

郎
・

柴
山
孝
三
・

岩
崎
三

郎
右
衛
門
・

石
田
郡
三
・

中
川
徳
左
衛
門

日

野
　
佐
藤
芳
三

郎
・

佐
藤
彦
右
衛
門

府

中
　
清
水
斎
兵
衛
・

比
留
間
長
左
衛
門
・

矢
島
九
兵
衛

布

田
　
荻
本
伝
四
郎
・

糟
谷
市
之
助
・

杉
崎
甚
五
左
衛
門
・

熊
沢
茂
兵
衛
・

箕
輪
重
郎
右
衛
門

高
井
戸
　
細
渕
三

左
衛
門

こ

れ
に
よ
れ
ば
、

出
願
人
数
は
駅
に

よ
っ

て
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
が
、

そ
の

肩
書
は
小
仏
・

駒
木
野
両
駅
を
除
い

て
、

い

ず
れ
も
そ
の

駅
の

「
陸
運
会
社
総
代
」
と
な
っ

て

お
り
、

駅
（
宿
）
役
人
が
そ
の

ま
ま
総
代
と
し
て

出
願
人
と
な
っ

た
こ

と
を
推
測
さ
せ
る
。

事
実
、

布
田
駅
（
五
宿
）

の

出
願
人
は
す
べ

て

名
主
（
三

名
）
ま
た
は
年
寄
（
二

名
）
で
、

そ
の

役
名
が
氏
名
の

上
に

付
さ
れ
て

い

る
。

他
方
、

小
仏
・

駒
木
野
両
駅
の

出
願

人
に

は
「
小
仏
駅
（
駒
木
野
駅
）
陸
運
会
社
受
負
人
」
と
い

う
肩
書
が
付
さ
れ
て

い

る
が
、

お
そ
ら
く
こ

れ
も
駅
（
宿
）
役
人
と
し
て
、

そ
の

駅
（
宿
）

を
代
表
す
る
か
た
ち
で

出
願
し
た
も
の

と
考
え
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

い

ず
れ
に
し
て

も
、

街
道
上
の

各
駅
（
宿
）
の

場
合
に
は
宿
駅
制
度
の

遺

制
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が
強
く
、

旧
来
の

継
立
組
織
（
問
屋
場
と
宿
役
人
・

人
馬
差
・

継
立
人
足
な
ど

）
を
、

単
に
陸
運
会
社
と
改
称
し
た
だ
け
の

も
の

が
多
か
っ

た
よ
う
に

思

わ
れ
る
の

で

あ
る
。

当
時
、

陸
運
会
社
に
つ

い

て

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た
、

い

わ
ゆ
る
「
伝
馬
所
ノ

旧
弊
」
は
、

こ

の

よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の

と

み
る
こ

と
が
で

き
る
。

脇

往

還

の

陸
運

会

社

脇
往
還
の

陸
運
会
社
に
つ

い

て

は
、

足
柄
県
管
下
の

足
柄
上
郡
矢
倉
沢
村
・

大
住
郡
伊
勢
原
村
・

同
下
糟
屋
村
・

愛
甲
郡
厚
木
町

・

同
三

田
村
・

同
田
代
村
・

津
久
井
郡
三

ケ
木
村
の

資
料
が
、

『
駅
逓
明
鑑

』
に

収
録
さ
れ
て

い

る
。

も
っ

と
も
、

こ

の

う
ち
三

田
村
以
外
は
、

足
柄
県
の

進
達
書
と
路
線
図
だ
け
の

不
完
全
な
も
の

で
、

賃
銭
・

出
願
人
等
の

詳
細
を
伝
え
る
資
料
を
含
ん
で

い

な
い
。

し
か
し
、

さ
い

わ
い
二
、

三
の

村
落
に
つ

い

て

は
、

現
地
資
料
が
残
存
す
る
の

で
、

こ

れ
に
よ
っ

て

『
駅
逓
明
鑑

』
の

欠
を
あ
る
程
度
補
う
こ

と
が
で

き
る
。

こ

れ
ら
の

資
料
を
総
合
す
れ
ば
、

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
九
月
こ

ろ
ま
で

に

設
立
さ
れ
た

同
県
管
下
脇
往
還
の

陸
運
会
社
は
、

次
の
一

二

か
所

で

あ
っ

た
。

足
柄
上
郡
矢
倉
沢
村
・

同
関
本
村
・

同
神
山
村
・

大
住
郡
曽
屋
村
・

同
伊
勢
原
村
・

同
下
糟
屋
村
・

愛
甲
郡
厚
木
町
・

同
三

田
村
・

同
田
代
村
・

津
久
井
郡
三

ケ
木
村
・

同
上
川
尻
村
・

荒
川
駅

し
か
し
、

残
存
す
る
現
地
資
料
に
よ
れ
ば
、

同
年
十
月
こ

ろ
に
は
、

津
久
井
郡
若
柳
村
・

寸
沢
嵐
村
な
ど
に
も
陸
運
会
社
設
立
の

動
き
が
認
め
ら

れ
る
の

で
、

こ

う
し
た
脇
往
還
筋
の

陸
運
会
社
は
、

そ
の

後
も
ふ
え
続
け
た
も
の

と
み
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

と
こ

ろ
で
、

陸
運
会
社
の

設
け
ら
れ
た
前
記
の

町
村
は
い

ず
れ
も
、

甲
信
地
方
あ
る
い

は
駿
遠
地
方
か
ら
東
京
・

横
浜
に
通
じ
る
津
久
井
往
還
、

な
い

し
矢
倉
沢
往
還
沿
い

に
あ
っ

た
。

い

う
ま
で

も
な
く
、

甲
信
地
方
や
駿
遠
地
方
は
、

当
時
輸
出
商
品
の

中
心
を
占
め
た
生
糸
と
茶
の

主
産
地
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

街
道
に

く
ら
べ

て
、

生
活
道
路
と
し
て
の

色
彩
の

強
い

脇
往
還
は
、

こ

う
し
た
商
人
荷
物
の

通
行
に

よ
り
適
合
的
で

あ
っ

た
。

津
久
井
往
還
や
矢
倉
沢
往
還
沿
い

の

陸
運
会
社
の

背
後
に
は
、

こ

の

よ
う
な
商
人
荷
物
の

通
行
と
よ
り
自
発
的
な
設
立
の

動
機
が
あ
っ

た
と
考
え
る
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こ

と
が
で

き
る
の

で
あ
る
。

設
立
願
書
に

付
さ
れ
た
足
柄
県
の

進
達
書
に

も
、

こ

う
し
た
様
子
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

相
州
矢
倉
沢
往
還
並
津
久
井
郡
吉
野
駅
ヨ

リ
脇
往
還
陸
運
会
社
願
出
候
ニ

付
、

人
馬
賃
銭
之
儀
申
上
候
書
付

当
県
管
下
相
州
足
柄
上
郡
矢
倉
沢
往
還
之
儀
ハ

、

駿
遠
州
ヨ

リ
之
産
物
、

東
京
・

横
浜
エ

継
来
候
往
還
筋
ニ

有
之
、

甲
州
街
道
吉
野
駅
・

三
ケ
木
村
・

川
尻

村
等

ハ

、

甲
信
両
州
ヨ

リ
東
京
・

横
浜
其
他
小
田
原
及
ヒ

厚
木
町
等
ヘ

ノ

脇
往
還
ニ

テ
、

諸
荷
物
継
来
候
地
ニ

有
之
、

右
両
道
陸
運
会
社
御
允
許
相
成
候
様
、

矢
倉
沢
村

外
拾
壱
ケ
村
ヨ

リ
、

別
紙
之
通
人
馬
賃
銭
請
負
書
ヲ

以
テ

願
出
候
ニ

付
、

駅
逓
掛
官
員
奥
印
之
上
差
出
候
間
、

及
検
査
候
処
、

不
相
当
之
儀
モ

無
之
存
候
間
、

其
儘

進
達
仕
候
。

可
然
御
差
図
被
下
度
、

此
段
申
上
候
也
。

壬
申
八
月
廿
七
日

足
柄
県
参
事
　
楫

取

素

彦

足
柄
県
権
令
　
柏

木

忠

俊

大
蔵
大
輔
　
井

上

馨
殿

こ

の

よ
う
に

足
柄
県
進
達
書
は
、

吉
野
駅
か
ら
南
下
す
る
津
久
井
往
還
と
足
柄
峠
か
ら
神
山
・

曽
屋
・

厚
木
を
経
由
す
る
矢
倉
沢
往
還
が
、

甲
信

・

駿
遠
地
方
の

産
物
の

有
力
な
ル

ー
ト
に

な
っ

て
い

た
こ

と
を
示
し
て
い

る
。

そ
し
て
、

こ

の

こ

と
は
、

後
述
の

横
浜
陸
運
会
社
の

開
業
や
、

御
殿

場
か
ら
箱
根
湖
上
を
経
て
、

真
鶴
に
い

た
る
新
道
開
拓
な
ど
に
よ
っ

て

も
、

裏
付
け
る
こ

と
が
で

き
る
の

で
あ
る
。

他
方
、

厚
木
町
近
傍
の

三

田
村
（
現
在

厚
木
市
三

田

）
陸
運
会
社
の

資
料
も
、

横
浜
周
辺
の

内
陸
部
で

始
ま
っ

た
活
況
を
暗
示
し
て

い

る
。

す
な

わ
ち
、

申
請
路
線
は
三

田
村
才
戸
か
ら
曽
屋
村
・

伊
勢
原
村
、

糟
屋
村
・

厚
木
町
・

橋
本
村
・

八
王
子
宿
の

六
か
所
に

及
び
、

添
付
の

足
柄
県
進
達

書
も
、

三

田
村
が
秦
野
産
物
や
周
辺
の

山
方
荷
物
を
八
王
子
に
運
ぶ

往
還
筋
に
当
た
り
、

そ
の

継
立
に
従
事
し
て

き
た
こ

と
を
明
ら
か

に

し

て

い

る
。

正
田
健
一

郎
編
『
八
王
子
織
物
史
』
上
巻
（
昭
和
四
十
年
七
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、

会
社
設
立
地
の

三

田
村
お
よ
び
周
辺
の

村
落
（
上
依
知
・

猿
ケ
島

・

山
際
・

川
入
・

坂
本
・

長
坂
・

関
口
・

中
依
知
・

金
田
な
ど
）
は
、

江
戸
時
代
か
ら
繭
の

取
引
を
通
じ
て
、

八
王
子
周
辺
の

村
々

と
深
い

関
係
に
あ
っ

た
。

曽
屋
（
現
在

秦
野
市
曽
屋
）
か
ら
伊
勢
原
・

糟
屋
・

厚
木
・

三

田
・

橋
本
を
経
て

八
王
子
に
い

た
る
右
の

路
線
は
、

こ

の

よ
う
な

原
料
繭
を
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